
モニターツア」

28日と来月27日

婆しみ

て∴　　　　・一・二や√一一・′

離礁甥那癒卵か㍑牒郎鱒攣軍笠誓書嘉禦誓一郎諜折
肴相＿一巴濱劇こ観細も㌢モノノー膏薬港一瞥幽二和た一m欄卵子「

■　い脚．＿＿＿－　■1、、・・i・・l∴∴■闊一　宣

郁醐道草芋餞相葉
ざれる噌蟄詣でだ亡
叫盛事多数雄蜜豆綿とも　も苗′

攣賂鵡締篭
る薫沌皇東・－？鵜翳で

脚焼醐零声資慣′野
こ‘－ヽJ．：こ．トか　　－

〇万二　乾た誹＿隠すろ雫等

’23　紆瑠塔曳

咋オ叫惑酔
い、‾‾　ヽ■r・千丁

琵乗鞍護策襲頚環謬

チラシを手にモニターツアー
への参加を呼び掛ける職員

参加申し込み
フォームのQ
Rコード

カ
ヤ
ッ
ク
で
ヒ
シ
刈
り
や
温
泉

県
諏
訪
地
域
按
興
局
は
、
6
月
2
8
日
と
7
月
2
7
日
に
諏

訪
湖
の
水
草
ヒ
シ
の
刈
り
取
月
体
験
や
温
泉
入
浴
を
組
み

込
ん
だ
モ
妄
－
ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
。
対
象
は
小
学
4

年
生
以
上
で
、
ツ
㌃
当
日
の
様
子
を
自
身
の
S
N
S
で

投
稿
で
き
る
こ
と
が
条
件
。
後
日
行
う
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
な
ど
を
基
に
満
足
度
や
課
題
を
調
査
し
、
観
光

客
向
け
ツ
ア
ー
と
し
て
の
商
品
化
の
実
現
可
能
性
を
見
極

め
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
松
本
佳
林
）

は
県
諏
訪
湖
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー

の
研
究
員
を
講
師
に
ヒ
シ
の
生
態

な
ど
を
学
習
。
休
憩
と
軽
食
を
挟

み
、
ホ
テ
ル
紅
や
で
湖
を
壷
で

き
る
温
泉
に
入
浴
す
る
心
解
散
は

午
後
1
時
を
予
定
し
て
い
る
。

カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
る
際
の
安
全
面

自
然
保
護
の
取
り
組
み
を
楽
し

み
な
が
ら
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
活
動
の
担
い
手
増
加
に
つ
な

げ
よ
う
と
初
め
て
企
画
。
8
月
以

降
に
は
、
外
来
種
の
除
去
作
業
な

ど
を
行
う
「
霧
ヶ
峰
編
」
ノ
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
（
7
月
に
別
途
参
加

者
募
集
）
も
計
画
し
て
い
る
。

今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
両
日
と
も

午
前
8
時
に
湖
畔
の
「
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
ベ
ー
ス
・
コ
グ
ー
」
、
に
集

合
。
カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
り
、
説
明
時

間
を
含
め
て
9
0
分
ほ
ど
諏
訪
湖
の

ヒ
シ
刈
り
を
行
う
α
作
業
終
了
後

な
ど
か
ら
、
小
中
学
生
は
大
人
の

同
伴
が
必
要
。
荒
天
時
は
各
日
翌

週
の
土
曜
日
に
延
期
す
る
。

な
が
の
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
の

専
用
フ
ォ
ー
ム
（
紙
面
掲
載
の
Q

R
コ
ー
ド
）
か
ら
申
し
込
む
。
締

め
切
り
は
1
2
日
午
後
5
時
。
各
回

定
員
2
0
人
（
定
員
を
上
回
っ
た
場

合
は
抽
選
）
。
参
加
無
料
。
問
い
合

わ
せ
は
同
振
興
局
環
境
課
（
電
話

0
2
6
6
・
5
7
・
2
9
5
2
）


